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PERT (Program Evaluation and ReｖieｗTechnique）（３）や予算計画に対する






間の思考活動を支援することを目的としている。例えば、I S M (Interpret ive
Structural Modeling)、D EMAT E L (Decision Making Trial and Eval-
uation Laboratory)に代表される構造化手法は複雑な問題の構造を計算機を
用いてシステマティックにグラフ表現する方法論で、これについては第３章で詳
しく述べる。また、PATTERN (Planning Assistance Through Technical

























































































































































































































































































































（1）反射性(Reflexivity)　Si R Si,　∀S.G S
























































































































































































































































































































































afj Ik °inin(aik, akj)
a:i = niax{a?j|i, afjU,…，a7jに)


































































































































































　　基本集合　　Gi = {siSS lpi≧rｏ、qlこO｝
　　中間集合　　Gz = {SiG S lpi≧rｏ、qi≧rｏ｝
　　到達集合　　Ga = {SiS S I Pi~O、ql≧r。｝































































































































a:jk ゛ min(aik, akj)
ａ:j= inax(a:jl1，a7jl2，…. afjl。)

























































































































































































































































































































































































































































































ａ７２ = raax(iiiin(a7k, ak2)}
1≦k≦7，k≠7，2
　　　　　　= inax(min{a7i, aiz), niin(a73, asz), rain(a74, a-iz),
　　　　　　　niin(a75, 352), minCave, Siaz)]

























































０ 1 1 1 1 1 1
4 0 11　1　11
4 10 1111
2* 2 1 0 1　1　1
2* 2 1 10 1 1

































































































































































































































































































































































































































































対象システム 処理体 移動体 移動経路 スケジュール
軌道交通 駅 列車 線路 ダイヤ
エレベータ 階床 かご シャフト 呼びへの応答






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































//ン l/諾 Z匹 ﾂﾞｼﾞ
／　ｌ















































































































































































































































































































































































































































































犬 ESTRAC-I ESTRAC-II ESTRAC-III














備考 AIの導入 可能性の確認 実用性の検証
　最初に開発されたＥＳＴＲＡＣ－Ｉ(７２)(７３)は、追越し駅の変更のみを対象と
したシステムであるが、運転整理問題にはじめて知識工学を適用して広域にわた
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